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５
月
16
日
に
臨
時
議
会
を
開
き
、
補
正
予
算
の
議
案
が
提
出
さ
れ
賛
成
全
員
で

原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
１
日
か
ら
６
月
12
日
ま
で
、
12
日
間
の
会
期
で
開
き

ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
20
件
が
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
審
議
結
果
一
覧
に
つ
い
て
は
、
５
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第
３
回
臨
時
議
会

６
月
定
例
議
会

Point 1
地方税法等の一部改正に伴
う市税条例等の一部を改正

Point 2
白井工業団地の沿道に店舗
等の建築が可能になります

Point 3
アクセス道路、コロナ対応
等の補正予算が成立

災害に伴う避難所開設時に、この建物が新型コロナ感染症による自宅療養者及び
濃厚接触者に対応する新たな専用避難所になります。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
も
、

　
　 

災
害
に
も
強
い
白
井
市
を
目
指
す

白井運動公園
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〈
議
案
第
11
号
〉
白
井
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

Point 1

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う

市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
各
種
特
例

に
関
す
る
新
し
い
規
定
、
所
有
者
が
不
明
な
固
定
資

産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
に
関
す
る
規

定
等
が
改
正
と
な
る
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
第
18
号
〉
白
井
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制

限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 2

白
井
工
業
団
地
の
沿
道
に
店
舗
等

の
建
築
が
可
能
と
な
り
ま
す

工
業
専
用
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
店
舗
等
の
利
便
施

設
は
原
則
建
築
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、３
０
０
社
・

７
千
人
も
の
方
々
の
就
労
環
境
の
改
善
を
図
る
条
例

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
第
19
号
〉
令
和
２
年
度
白
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

〈
議
案
第
20
号
〉
令
和
２
年
度
白
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

Point 3

ア
ク
セ
ス
道
路
、
コ
ロ
ナ
対
応
等
の
補
正
予
算
が
成
立

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
２
６
８
億
９
１
６
万
６
千
円
と
す
る
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主

な

質

疑

Ｑ　

固
定
資
産
税
の
追
加
改
正

が
出
て
き
た
背
景
は
。

Ａ　

納
税
義
務
者
の
賦
課
期
日

前
の
死
亡
で
相
続
登
記
が

さ
れ
て
い
な
い
等
、
調
査

を
し
尽
く
し
て
も
所
有
者

の
存
在
が
不
明
の
場
合
、

そ
の
資
産
の
使
用
者
に
課

税
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

課
税
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
多
く
の
地
方
公
共
団
体

が
国
に
要
望
を
行
い
改
正

に
至
っ
た
も
の
で
す
。

Ｑ　

市
で
の
未
徴
収
の
発
生
件

数
や
未
徴
収
税
額
は
。

Ａ　

令
和
２
年
度
固
定
資
産
税

で
22
件
、
未
徴
収
税
額
は

納
期
未
到
来
分
を
含
め
て

約
１
５
１
万
円
で
す
。

Ｑ　

最
近
、
ア
ク
セ
ス
道
路
用

地
で
所
有
者
不
明
の
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

固
定
資
産
税
の
徴
収
は
。

Ａ　

ア
ク
セ
ス
道
路
に
関
す
る

対
象
の
土
地
５
筆
は
、
免

税
点
未
満
で
課
税
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

Ｑ　

免
税
対
象
の
条
件
は
。

Ａ　

地
方
税
法
第
３
５
１
条
で

同
一
人
が
所
有
す
る
各
資

産
ご
と
の
課
税
税
額
の
合

計
が
規
定
額
（
土
地
30
万

主

な

質

疑

Ｑ　

こ
の
度
の
都
市
計
画
決
定

と
条
例
改
正
の
関
係
は
。

Ａ　

工
業
団
地
の
一
部
に
お
い

て
、
用
途
地
域
の
緩
和
と

併
せ
て
定
め
た
地
区
計
画

区
域
内
の
建
築
規
制
に
つ

い
て
、
そ
の
実
現
を
担
保

す
る
た
め
に
条
例
の
一
部

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
建
築
物
を
想

定
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

工
業
団
地
の
幹
線
市
道
の

沿
道
に
限
り
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
レ
ス
ト
ラ
ン
や
コ
ン
ビ

ニ
等
の
飲
食
店
や
店
舗
を

想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
店
舗
を
新
築
す

主

な

質

疑

議
案
第
19
号

■
工
業
団
地
ア
ク
セ
ス
道
路
整

備
事
業
に
つ
い
て

Ｑ　

用
地
買
収
す
る
た
め
の
相

続
人
調
査
結
果
か
ら
、
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま

す
。

Ａ　

調
査
結
果
は
、
法
定
相
続

人
が
１
６
８
人
で
し
た
。

用
地
買
収
の
前
段
の
手
続

き
と
し
て
、
事
業
説
明
か

ら
相
続
登
記
ま
で
を
専
門

業
者
へ
委
託
し
効
率
的
に

進
め
ま
す
。
今
回
の
補
正

予
算
は
71
人
分
の
委
託
料

で
す
。

Ｑ　

用
地
買
収
の
引
き
際
を
ど

の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

Ａ　

相
続
登
記
が
な
か
な
か
進

ま
な
い
場
合
に
は
事
業
方

法
の
変
更
等
を
考
え
ま
す
。

Ｑ　

今
後
予
想
さ
れ
る
費
用
は

ど
れ
位
を
見
込
ん
で
い
ま

す
か
。

Ａ　

試
算
で
は
、
残
る
97
人
分

の
委
託
料
は
、
約
２
千
万

円
と
考
え
ま
す
。

Ｑ　

今
後
の
見
通
し
と
工
事
の

工
法
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

Ａ　

令
和
３
年
度
末
の
完
成
目

標
は
延
期
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
す
が
、
で
き
る

限
り
速
や
か
に
対
応
す
る

た
め
、
軟
弱
地
盤
対
策
工

法
を
再
検
討
す
る
盛
土
解

析
業
務
委
託
を
先
行
執
行

し
た
た
め
、
不
足
額
を
補

円
、
家
屋
20
万
円
、
償
却

資
産
１
５
０
万
円
）
に
満

た
な
い
場
合
、
固
定
資
産

税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
定
め
で
す
。

Ｑ　

所
有
者
不
明
で
使
用
者
を

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
し
課
税
し
て
い
く
場
合

の
通
知
や
プ
ロ
セ
ス
は
。

Ａ　

現
在
、
市
に
該
当
す
る
事

例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
た

に
事
例
発
生
の
際
は
使
用

者
に
聞
き
取
り
調
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
で
使
用
者

を
所
有
者
と
み
な
す
事
前

通
知
を
経
て
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
し
、
賦

課
決
定
を
し
ま
す
。

Ｑ　

所
有
者
不
明
で
、
使
用
者

も
現
れ
な
い
場
合
は
ど
の

よ
う
な
扱
い
に
な
り
ま
す

か
。

Ａ　

所
有
者
も
使
用
者
も
い
な

い
固
定
資
産
の
課
税
は
、

出
来
な
い
ま
ま
の
状
態
が

続
き
ま
す
。
課
税
保
留
に

な
り
、
後
に
所
有
者
が
判

明
し
た
と
き
に
課
税
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

る
場
合
の
着
工
前
の
手
続

き
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま

す
。

Ｑ　

今
回
の
議
案
に
係
る
市
道

は
、
白
井
第
２
小
学
校
区

内
に
あ
り
ま
す
が
、
児
童

の
安
全
へ
の
配
慮
は
。

Ａ　

市
と
し
て
は
、
歩
道
等
の

整
備
状
況
が
十
分
で
な
い

こ
と
か
ら
誘
導
す
る
店
舗

等
の
規
模
に
つ
い
て
、
床

面
積
を
１
千
平
方
メ
ー
ト

ル
未
満
に
抑
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
道
の
交

通
量
の
増
加
を
最
小
限
と

す
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま

す
。

正
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

未
相
続
共
有
地
の
相
続
登

記
は
専
門
業
者
へ
委
託
し

進
め
ま
す
。
な
お
、
用
地

交
渉
が
難
航
す
る
場
合
に

は
、
路
線
の
一
部
を
暫
定

的
に
変
更
す
る
な
ど
、
工

法
の
見
直
し
も
想
定
さ
れ

ま
す
。

■
復
地
先
市
道
の
工
事
契
約
を

解
除
し
、
残
工
事
分
を
発
注

す
る
こ
と
に
つ
い
て

Ｑ　

予
算
計
上
の
経
緯
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

Ａ　

平
成
30
年
９
月
に
契
約
を

締
結
し
、
当
該
年
度
の
完

了
が
困
難
と
な
り
繰
越
明

許
を
し
ま
し
た
。
昨
年
７

月
か
ら
は
、
設
計
変
更
協

議
の
難
航
と
沿
道
農
家
の

繁
忙
期
か
ら
工
事
を
中
断

し
、
そ
の
後
工
事
が
再
開

さ
れ
な
い
た
め
本
年
度
へ

の
事
故
繰
越
と
し
て
い
ま

す
。
本
年
４
月
30
日
付
け

で
契
約
解
除
通
知
書
を
送

付
し
、
今
後
出
来
高
の
清

算
を
す
る
予
定
で
、
事
故

繰
越
の
予
算
で
対
応
し
ま

す
。
今
回
の
補
正
予
算
は
、

残
工
事
分
を
今
後
改
め
て

発
注
す
る
た
め
計
上
し
た

も
の
で
、
発
注
の
際
に
は
、

特
殊
な
条
件
と
な
る
こ
と

な
ど
を
特
記
仕
様
書
に
よ

り
入
札
参
加
者
に
周
知
す

る
考
え
で
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
に
対
応

し
た
避
難
所
設
置
に
つ
い
て

Ｑ　

今
後
の
災
害
対
策
に
お
け

る
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

を
含
む
対
策
の
見
直
し
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
想

定
さ
れ
る
避
難
所
で
の
集

団
生
活
は
感
染
リ
ス
ク
が

高
ま
る
こ
と
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
自

宅
療
養
者
及
び
濃
厚
接
触

者
に
対
応
す
る
避
難
所
の

運
営
に
つ
い
て
は
、
一
般

の
避
難
所
と
分
離
し
、
白

井
運
動
公
園
を
新
た
に
専

用
避
難
所
と
し
て
開
設
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
一
般
の
避
難
所
に
お

い
て
も
感
染
リ
ス
ク
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
、
各

避
難
所
に
お
い
て
分
離
避

難
に
必
要
と
な
る
消
毒
物

品
や
施
設
運
営
物
品
に
つ

い
て
も
予
算
計
上
し
ま
し

た
。

■
長
期
休
校
に
よ
る
給
食
の
廃

棄
費
用
に
つ
い
て

Ｑ　

食
品
ロ
ス
対
策
、
廃
棄
費

用
の
削
減
等
、
感
染
第
２

波
を
想
定
し
た
対
策
の
検

討
に
つ
い
て
今
後
の
展
開

を
伺
い
ま
す
。

Ａ　

毎
月
１
回
の
食
品
発
注
を

今
後
は
２
回
に
し
て
、
食

品
ロ
ス
を
で
き
る
だ
け
減

ら
し
て
い
く
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
。
食
材
の
販
売

等
は
、
衛
生
面
な
ど
様
々

な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
案
第
20
号

■
ひ
と
り
親
世
帯
の
生
活
実
態

把
握
に
つ
い
て

Ｑ　

ひ
と
り
親
世
帯
の
実
態
把

握
に
つ
い
て
市
は
取
り
組

ん
で
い
る
の
で
す
か
。

Ａ　

市
の
独
自
支
援
給
付
を
行

っ
た
時
点
で
は
、
問
合
せ

は
１
件
で
し
た
。
そ
の
際

は
、
国
の
制
度
の
内
容
等

に
つ
い
て
説
明
致
し
ま
し

た
。
今
回
は
決
ま
り
次
第

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

を
図
る
予
定
で
す
。

Ｑ　

国
か
ら
下
り
て
き
た
か
ら

払
う
と
い
う
前
に
、
必
要

性
と
か
、
こ
の
給
付
の
妥

当
性
と
か
、
ひ
と
り
親
世

帯
の
生
活
実
態
を
踏
ま
え

た
必
要
量
の
検
証
を
市
と

し
て
さ
れ
た
の
で
す
か
。

Ａ　

子
育
て
と
仕
事
を
１
人
で

担
っ
て
い
る
ひ
と
り
親
世

帯
の
方
に
つ
い
て
特
に
負

担
が
増
え
て
い
る
こ
と
、

収
入
が
減
少
し
た
こ
と
で

困
難
が
生
じ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
支
援
を
行
い

ま
す
。
今
回
の
対
象
者
に

は
、
ご
家
庭
の
内
情
等
を

確
認
し
な
が
ら
支
給
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

工業団地内の幹線市道
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3月、6月、9月、12月の年4
回開かれる定例議会と、必要に
応じて特別に開かれる臨時議会
があります。

市議会のしくみ市議会のしくみ

住民など

執行機関委員会
付託

報告

議決

意見書

議案の提出

請願・陳情

執行機関

議会（本会議）何か
質問は？

さあ議会を通った
バリバリやろー

議会で十分
審議して
いただきます

通学路を
整備して

審査の結果は、本会議で各委
員長から報告されます。

市だけで解決できない問題は、
国などへ意見書を提出します。

市長および議員から議案が提
出されます。

市政への要望は請願や陳情とし
て市議会に提出することが出来
ます。

本会議に提
出された議
案や請願な
どは、さら
に詳しくそ
れぞれ委員
会で審査さ
れます。

〈
陳
情
第
７
号
〉
別
居
・
離
婚
後
の
親
子
の
断
絶
を
防
止
す
る
法
整
備
と
支
援
を
求
め
る
陳
情

陳情

「
別
居
・
離
婚
後
の
実
効
性
の
あ
る
面
会
交
流
の
た
め
の
法
整
備
と
公
的
支
援

策
の
実
施
を
求
め
る
陳
情
」
は
趣
旨
採
択

別
居
・
離
婚
後
の
親
子
の
断
絶
を
防
止
す
る
た
め
、
①
速
や
か
な
法
の
整
備
を
講
じ
る
よ
う
国
に
意
見
書

を
提
出
、
②
市
の
支
援
策
を
求
め
る
、
以
上
２
項
目
の
陳
情
が
提
出
さ
れ
、
一
部
採
択
と
趣
旨
採
択
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
に
よ
り「
趣
旨
採
択
と
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　

実
効
性
の
あ
る
面
会
交
流

の
た
め
の
法
整
備
と
は
。

Ａ　

面
会
交
流
の
権
利
の
明

瞭
性
で
す
。
今
の
民
法

７
６
６
条
で
は
、
権
利
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

（
参
考
人
）

Ｑ　

市
内
の
離
婚
件
数
、
そ
の

う
ち
未
成
年
の
お
子
さ
ん

の
い
る
件
数
は
。

Ａ　

平
成
31
年
度
の
白
井
市
で

の
受
理
分
98
件
、
他
市
か

ら
の
送
付
分
49
件
で
、
総

数
は
１
４
７
件
で
す
。
白

井
市
受
理
分
の
中
で
協
議

離
婚
は
81
件
、
そ
の
う
ち

未
成
年
の
お
子
さ
ん
が
い

る
件
数
は
51
件
で
す
。（
執

行
部
）

Ｑ　

養
育
費
・
面
会
交
流
に
つ

い
て
の
相
談
件
数
は
。

Ａ　

子
育
て
支
援
課
の
家
庭
児

童
室
で
、
昨
年
度
は
養
育

費
の
相
談
が
１
件
、
今
年

も
１
件
で
し
た
。
過
去
の

事
例
を
見
て
も
面
会
交
流

の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。（
執
行
部
）

Ｑ　

明
石
市
の
法
テ
ラ
ス
で
当

市
の
参
考
と
な
る
取
り
組

み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

市
の
監
督
下
に
弁
護
士
を

置
く
こ
と
が
一
番
早
道
で

は
な
い
か
と
認
識
し
て
い

ま
す
。（
参
考
人
）

Ｑ　

市
で
は
面
会
交
流
や
養
育

費
の
合
意
書
の
作
成
に
つ

い
て
ど
う
案
内
・
支
援
し

て
い
ま
す
か
。

Ａ　

離
婚
届
に
は
面
会
交
流
や

養
育
費
の
取
り
決
め
チ
ェ

ッ
ク
欄
が
あ
り
ま
す
が
、

取
り
決
め
の
有
無
は
離
婚

届
け
の
要
件
で
は
な
い
の

で
、
離
婚
届
は
受
理
し
ま

す
。
取
り
決
め
の
な
い
場

合
や
相
談
等
が
あ
っ
た
場

合
は
、
法
務
省
の
子
ど
も

の
養
育
に
関
す
る
合
意
書

作
成
手
引
を
渡
し
て
い
ま

す
。（
執
行
部
）

Ｑ　

子
の
利
益
を
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
。

Ａ　

離
婚
し
て
も
、
父
は
父
、

母
は
母
。
子
ど
も
は
父
母

双
方
か
ら
溢
れ
る
愛
情
を

受
け
、
経
済
的
に
も
、
接

触
に
つ
い
て
も
、
双
方
に

相
談
や
話
が
出
来
た
り
す

る
よ
う
な
関
係
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。（
参
考
人
）

　
　

子
ど
も
の
権
利
条
約
で
も

子
ど
も
の
自
由
や
権
利
を

一
番
に
考
え
て
い
ま
す
。

陳
情
の
①
は
面
会
交
流
の

法
整
備
で
す
が
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者
な
ど
、
面
会
の
義
務

化
は
辛
い
立
場
の
人
も
あ

り
採
択
で
き
ま
せ
ん
。
②

は
明
石
市
の
先
進
的
取
り

組
み
を
見
習
い
、
面
会
交

流
と
養
育
費
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
支
援
や
教
育
な

ど
を
是
非
行
っ
て
欲
し
い

た
め
賛
成
し
ま
す
。

　
　

本
陳
情
は
実
効
性
の
あ
る

面
会
交
流
が
可
能
と
な
る

よ
う
別
居
・
離
婚
後
の

親
子
断
絶
を
防
止
す
る

法
整
備
と
支
援
策
の
充

実
を
求
め
る
も
の
で
す
。

２
０
１
２
年
の
民
法
の
一

部
改
正
で
は
、
養
育
費
・

面
会
交
流
に
つ
い
て
の
協

議
の
際
に
は
、
子
の
利
益

を
最
も
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
明
記
さ
れ
ま

し
た
。
面
会
交
流
は
子
ど

も
の
気
持
ち
を
満
た
す
た

め
に
行
わ
れ
る
子
ど
も
の

権
利
で
、
親
の
権
利
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
最
も
尊
重

さ
れ
る
べ
き
子
ど
も
の
権

利
を
実
効
的
に
保
障
す
る

制
度
を
し
っ
か
り
と
整
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
。
し
か
し
、
法
整

備
と
な
る
と
複
雑
な
事
情

を
持
つ
事
案
で
、
そ
れ
を

含
め
た
形
で
の
汎
化
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、
国
会
で
超
党
派
議
連

で
検
討
し
て
い
る
結
果
を

待
っ
て
、
法
整
備
さ
れ
れ

ば
良
し
と
考
え
ま
す
。

　
　

①
に
お
い
て
法
整
備
に
関

す
る
子
ど
も
の
年
齢
は
18

歳
ま
で
を
想
定
し
て
い
ま

す
が
、
親
の
想
い
の
一
方

通
行
で
、
子
ど
も
の
意
思

の
尊
重
等
の
比
較
考
慮
も

必
要
と
考
え
ま
す
。
②
の

明
石
市
の
事
例
で
は
、
市

が
弁
護
士
を
直
接
雇
用
と

あ
り
ま
し
た
が
、
白
井
市

の
財
政
状
況
を
考
え
て
専

業
と
し
て
弁
護
士
を
雇
う

こ
と
は
難
し
い
判
断
と
考

え
ま
す
。
港
区
の
Ａ
Ｄ
Ｒ

の
支
援
も
今
後
参
考
に
で

き
る
部
分
を
調
べ
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
が
、
本

日
で
そ
の
結
論
が
出
に
く

い
と
考
え
ま
し
た
。

　
　

最
も
大
事
な
視
点
は
、
子

ど
も
の
幸
せ
だ
と
思
う
一

方
、
面
会
交
流
の
場
合
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
団
体
等
か

ら
今
回
の
法
整
備
が
な
さ

れ
て
、
子
ど
も
の
不
利
益

に
通
じ
る
の
で
は
な
い
か

と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
に
つ
い

て
被
害
者
と
加
害
者
の
双

方
の
意
識
の
捉
え
方
の
違

い
が
大
き
く
、
定
義
が
難

し
い
と
の
課
題
が
あ
り
、

①
で
は
、
超
党
派
議
連
や

法
務
省
な
ど
の
動
向
を
見

守
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え

ま
す
。
②
の
明
石
市
で
は
、

弁
護
士
を
複
数
採
用
し
て

い
ま
す
が
、
白
井
市
で
は

難
し
い
現
状
で
す
。
窓
口

相
談
件
数
は
、
養
育
費
が

年
に
１
件
、
面
会
交
流
が

ゼ
ロ
件
と
の
状
況
で
す
。

一
方
、
離
婚
に
伴
う
Ｄ
Ｖ

や
虐
待
等
の
相
談
は
多
数

あ
り
、
白
井
市
の
現
状
に

即
し
た
相
談
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。

趣旨採択趣旨採択

趣旨採択

一部採択

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や

支
援
に
つ
い
て
市
長
へ
提
案

　

世
界
で
も
未
知
の
事
態
に
白

井
市
と
し
て
対
応
す
べ
く
、
６

月
16
日
、
国
の
第
２
次
交
付
金

の
用
途
に
つ
い
て
、
議
員
か
ら

市
長
へ
提
案
す
る
場
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

各
議
員
が
独
自
に
聞
き
取
り

や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
集
め

た
市
民
の
声
を
元
に
、
ほ
ぼ
全

て
の
議
員
が
発
言
し
、
全
71
項

目
の
提
案
が
な
さ
れ
、
そ
の
内

容
は
12
の
分
野
に
わ
た
り
ま
し

た
。

　

特
に
多
く
の
議
員
が
提
案
し

た
の
は
、
教
育
分
野
、
高
齢

者
・
障
が
い
者
な
ど
の
福
祉
分

野
、
医
療
分
野
、
産
業
分
野
に

つ
い
て
で
し
た
。

　

教
育
分
野
で
は
、
学
校
に
お

け
る
感
染
予
防
策
や
家
庭
学
習

支
援
、
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
、

２
ヵ
月
の
給
食
費
免
除
な
ど
。

高
齢
者
に
対
し
て
は
、
介
護
者

や
介
護
施
設
へ
の
支
援
金
、
若

者
に
対
し
て
は
学
費
の
支
払
い

に
苦
し
む
大
学
生
等
へ
の
現
金

給
付
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
根
本
的
な
ウ
イ
ル
ス

対
策
と
し
て
、
市
と
し
て
も
Ｐ

Ｃ
Ｒ
・
抗
体
検
査
、
療
養
体
制

の
整
備
を
求
め
る
提
案
が
複
数

の
議
員
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
産
業
・
経
済
・
労
働

分
野
で
は
、
市
内
限
定
商
品
券

配
布
の
提
案
が
多
く
、
そ
の
他

に
は
、
国
や
県
の
補
助
金
が
届

く
ま
で
を
つ
な
ぐ
市
の
融
資
、

既
存
の
支
援
基
準
か
ら
漏
れ
た

中
小
事
業
者
へ
の
各
種
補
償
、

農
家
や
公
共
交
通
へ
の
支
援
、

雇
用
維
持
の
支
援
な
ど
、
国
の

支
援
が
届
か
な
い
部
分
へ
市
の

早
急
な
支
援
を
求
め
る
提
案
が

続
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
感
染
の
第
２
波
や
類

似
の
事
態
が
起
こ
る
場
合
に
備

え
る
意
味
で
も
、
市
民
や
事
業

者
に
実
態
調
査
を
行
っ
て
支
援

す
る
べ
き
と
い
う
意
見
も
複
数

あ
り
ま
し
た
。

　

議
員
一
同
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
手

の
届
く
支
援
が
い
ち
早
く
行
わ

れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
困
り
事
や
支
援
の
要
望
な

ど
、
率
直
な
ご
意
見
を
議
員
に

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議場で市長に提案する議員



（４）第150号 令和 2年 8月15日発行 しろい議会だより

　３人（５項目）の
質問があり、その要
約を掲載しました。
詳細については、会
議録をご覧くださ
い。この文章は各議
員が作成していま
す。

問　

外
出
自
粛
に
よ
る
高
齢
者

の
健
康
面
・
精
神
面
へ
の
影
響

が
心
配
で
す
。
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
電
話
を
使

っ
た
支
援
の
確
立
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　

感
染
第
２
波
に
備
え
、
事

業
所
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
・

検
証
し
、
非
接
触
型
で
も
機
能

す
る
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

問　

交
流
の
習
慣
・
意
識
を
持

続
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
は
。

答　

感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
た
や

り
方
を
周
知
し
、
段
階
を
追
っ

て
展
開
し
て
い
く
考
え
で
す
。

問　

虐
待
等
、
外
部
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
に
す
る
考
え
は
。

答　

意
見
と
し
て
承
り
ま
す
。

問　

相
談
を
一
元
化
し
情
報
を

集
約
さ
せ
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
を
強
化
し
て
は
。

答　

情
報
共
有
は
、
担
当
課
と

進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

問　

全
戸
配
布
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
個
々
の
声
を
聞
く
考
え
は
。

答　

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

問　

学
校
の
教
室
で
児
童
・
生

徒
間
に
２
ｍ
を
空
け
る
た
め
、

次
年
度
に
人
数
を
配
慮
し
て
ク

ラ
ス
の
数
を
増
や
す
考
え
は
。

答　

標
準
的
な
法
律
で
１
ク
ラ

ス
の
児
童
・
生
徒
数
が
決
ま
っ

て
い
る
の
で
難
し
い
で
す
。

問　

先
生
は
新
し
い
教
科
書
で

休
校
分
も
考
え
て
授
業
を
し
、

消
毒
作
業
も
す
る
と
負
担
が
大

き
い
で
す
。
負
担
軽
減
策
は
。

答　

担
任
だ
け
で
な
く
職
員
全

員
で
組
織
的
に
行
い
ま
す
。

問　

床
掃
除
の
際
の
工
夫
は
。

答　

安
全
に
配
慮
し
、
掃
き
掃

除
や
拭
き
掃
除
を
行
い
ま
す
。

問　

授
業
内
容
の
取
捨
選
択
や

進
め
方
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

答　

各
校
で
工
夫
し
て
お
り
、

国
や
県
か
ら
通
知
が
出
た
場
合

は
そ
れ
に
沿
っ
て
進
め
ま
す
。

問　

防
災
無
線
は
数
ヵ
月
同
じ

内
容
で
し
た
。
市
民
が
欲
し
い

情
報
や
耳
を
傾
け
る
伝
え
方
に

す
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
。

答　

防
災
無
線
は
各
媒
体
で
情

報
提
供
を
し
て
い
る
中
の
一
手

段
で
あ
り
、
簡
潔
で
端
的
な
情

報
の
み
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

問　

国
保
税
の
滞
納
な
ど
で「
正

規
の
保
険
証
」
で
は
な
く
医
療

費
全
額
負
担
と
な
っ
て
い
る
「
資

格
証
明
書
」
の
人
た
ち
の
生
命

と
健
康
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
の
対
策
と
認
識
は
。

答　

資
格
証
明
書
の
世
帯
は
、

５
月
15
日
現
在
95
世
帯
１
１
２

名
で
す
。
交
付
世
帯
に
対
す
る

市
の
対
策
は
、
電
話
・
戸
別
訪

問
に
よ
る
納
税
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
資
格
証
明

書
交
付
世
帯
の
割
合
は
１
・
16

％
で
す
。

問　

直
近
の
生
活
困
窮
者
の
状

況
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
緊
急
小
口
資
金
な
ど
の
貸
付

け
を
求
め
る
相
談
件
数
が
、
４

月
が
例
年
の
数
倍
に
急
増
。
生

活
保
護
の
申
請
実
態
が
今
年
の

４
月
、
千
葉
市
で
対
前
年
の
38

％
増
。
全
国
で
も
３
割
を
超
え

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
第
２
波
と

の
戦
い
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
そ

の
施
策
は
。

答　

資
格
証
明
書
を
交
付
さ
れ

て
い
る
方
が
帰
国
者
・
接
触
者

外
来
を
受
診
す
る
必
要
が
生
じ

た
場
合
に
、
資
格
証
明
書
を
被

保
険
者
証
と
み
な
し
て
、
一
般

の
被
保
険
者
証
と
同
様
の
負
担

割
合
を
適
用
す
る
支
援
措
置
が

あ
り
ま
す
。

問　

こ
の
支
援
策
の
周
知
徹
底

は
。

答　

コ
ロ
ナ
に
関
連
す
る
支
援

策
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ

シ
を
作
成
し
、
７
月
に
送
付
す

る
納
税
相
談
勧
奨
通
知
に
同
封

し
、
資
格
証
明
書
交
付
世
帯
に

周
知
し
ま
す
。

問　

コ
ロ
ナ
に
対
し
て
行
政
は

ど
う
い
う
立
場
で
臨
ん
で
い
く

の
で
す
か
。
①
市
民
の
生
活
不

安
②
市
民
の
健
康
に
医
療
が
ど

う
関
わ
る
か
③
市
民
の
案
内
窓

口
の
体
制
充
実
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
。

答　

今
後
、
色
々
な
制
度
、
給

付
が
国
か
ら
支
援
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必

要
で
す
。
市
は
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
、
行
事
を
12
月
末
ま
で
中
止

し
た
の
で
、
そ
の
マ
ン
パ
ワ
ー
に

よ
り
新
た
な
制
度
、
仕
組
み
に

対
応
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問　

大
ホ
ー
ル
で
新
た
な
予
約

を
入
れ
ず
、
工
事
の
計
画
を
急

い
で
い
た
だ
け
な
い
で
す
か
。

答　

あ
り
方
を
決
め
設
計
し
た

後
に
な
る
の
で
、
最
短
で
令
和

７
年
の
工
事
と
見
て
い
ま
す
。

問　

国
の
安
全
基
準
を
満
た
す

工
事
を
す
る
前
に
天
井
落
下
事

故
で
死
者
が
出
た
場
合
の
責
任

を
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　

死
傷
事
故
が
発
生
し
な
い

よ
う
最
善
を
尽
く
し
て
お
り
ま

す
が
、
仮
に
天
井
落
下
事
故
で

死
者
が
出
て
し
ま
っ
た
場
合
の

責
任
の
有
無
は
裁
判
で
明
ら
か

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

長
期
臨
時
休
校
に
よ
る
学

び
の
保
障
に
つ
い
て
、
今
後
の

対
応
を
伺
い
ま
す
。

答　

今
後
の
学
習
、
学
校
生
活
、

学
校
行
事
等
に
つ
い
て
は
、
家

庭
と
の
連
携
に
よ
り
引
き
続
き

情
報
共
有
し
て
い
き
ま
す
。
文

科
省
通
知
「
学
び
の
保
障
に
つ

い
て
」
は
、
市
で
も
検
討
を
続

け
て
い
ま
す
。

問　

今
後
の
学
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
到
達
度
等
情
報
が
あ
り
ま

せ
ん
。
通
知
中
「
最
大
限
に
学

び
を
保
障
す
る
と
い
う
観
点
に

立
っ
て
の
対
応
」
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

各
学
校
創
意
工
夫
を
し
て

い
ま
す
が
、
具
体
的
な
内
容
は

ま
だ
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

問　

感
染
第
２
波
に
備
え
た
双

方
向
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
朝

の
会
の
検
討
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
を
進
め
る
こ

と
で
可
能
性
が
広
が
る
の
で
、

で
き
る
限
り
努
力
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

市
民
生
活
の
変
化
に
対
す
る
市
の
対
応
を
問
う
　

　
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス対

策
を
問
う
　

　
国
保
加
入
者
の
受
診
権
を

ど
う
保
障
し
て
い
く
の
か
　

　
安
全
基
準
不
適
格
の

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
天
井
の
今
後
　

　
学
習
の
遅
れ
の
対
策
と

家
庭
と
の
情
報
共
有
を
求
む
　

小
田
川　

敦
子
議
員

徳
本　

光
香
議
員

中
川　

勝
敏
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う

一
日
も
早
く
、
市
民
へ
支
援
策
を
お
届
け
す
る
こ
と
、
執

行
部
へ
の
負
担
軽
減
な
ど
を
考
慮
し
て
、
臨
時
対
応
で
の

６
月
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
の
よ
り
良
い
運
営
に
む
け
、
議
員
か
ら
の
提
案
や
要

望
に
よ
り
、
色
々
な
調
査
・
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
他
自
治
体
の
先
進
事
例
や
予
算
と
の
兼
ね
合
い

等
、
幅
広
い
検
証
に
よ
り
、
今
ま
さ
に
、
白
井
市
議
会
は

変
化
の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。

◉
議
員
定
数
並
び
に
報
酬
調
査
会

　�

今
後
の
人
口
減
少
や
議
員
の
な
り
手
不
足
問
題
等
、
議
員

の
定
数
並
び
に
報
酬
の
「
白
井
市
で
の
適
正
値
」
を
考
え

る
た
め
の
、
参
考
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。

◉
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
検
討
会

　�

平
成
27
年
に
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
翌
年
度
に
議
会
運
営

委
員
会
で
大
津
市
議
会
へ
視
察
敢
行
。
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
シ

ョ
ッ
ク
に
よ
り
変
化
し
て
い
く
時
代
ニ
ー
ズ
も
あ
り
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
を
前
提
と
し
た
検
討
会
が
始
動
し
ま
し
た
。

議案審議 審議はすべて【本会議方式】
委員会付託なし・質疑は事前通告制
⇒ 概ね 12 日間の会期短縮となる

一般質問 自粛が望ましい（判断は各議員で）

議場離席 議員・執行部 共に議場の離席を認める
※議員は定足数 11 人を下回らないこと

そ の 他 　議員は毎日の検温・マスク・一人おきに離
した議席着座、議場の換気等を実施
※�傍聴は映像配信利用を案内、来庁者には

検温・マスク・座席の密着回避を依頼

対 コロナ 状況・対応に変化がある度、市長（部局）
より説明⇔議員からの質問・要望
その他は、議長が一括し執行部に伝達
※必要に応じて【臨時議会】を開催

（支援策関連における専決処分は無し）

 

議
会
の
臨
時
対
応

 

議
会
の
改
善
へ
向
け
て
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議 案 等 審 議 結 果 一 覧 表 ○は賛成　×は反対　―は採決に不参加

議案等
番　号 件　　　名 付　　託

委員会名
審　議
結　果

各議員の賛否

日本共産党 公明党 しろい未来研究会 白井令和 政和 NT
21

市民自治
ネットワーク

市民
の声

北総
一揆

さわやか
白井 議長

中川 徳本 石井 植村 斉藤 田中 和田 石川 古澤 伊藤 秋谷 広沢 血脇 岡田 平田 影山 柴田 小田川 岩田 竹内 長谷川

第
３
回
臨
時
会

市
長
提
出
の
も
の

議案第１号 令和２年度一般会計補正予算（第３号） ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案等
番　号 件　　　名 付　　託

委員会名
審　議
結　果

各議員の賛否

日本共産党 公明党 しろい未来研究会 白井令和 政和 NT
21

市民自治
ネットワーク

市民
の声

北総
一揆

さわやか
白井 議長

中川 徳本 石井 植村 斉藤 田中 和田 石川 古澤 伊藤 秋谷 広沢 血脇 岡田 平田 影山 柴田 小田川 岩田 竹内 長谷川

第
２
回
定
例
会

市
長
提
出
の
も
の

議案第１号 農業委員会委員の任命・海老原清氏 ― 同意 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第２号 農業委員会委員の任命・伊藤治氏 ― 同意 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第３号 農業委員会委員の任命・芦田恵子氏 ― 同意 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第４号 農業委員会委員の任命・山﨑正司氏 ― 同意 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第５号 農業委員会委員の任命・中村敎雄氏 ― 同意 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第６号 農業委員会委員の任命・山崎正巳氏 ― 同意 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第７号 農業委員会委員の任命・笠井行雄氏 ― 同意 × × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ × × × × ⃝ ―

議案第８号 農業委員会委員の任命・今井幹代氏 ― 同意 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第９号 農業委員会委員の任命・岩井聡明氏 ― 同意 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第10 号 行政不服審査法等手数料条例の一部改正 ― 原案可決 × × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第11号 税条例等の一部改正 ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第12号 都市計画税条例の一部改正 ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第13号 国民健康保険税条例の一部改正 ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第14号 手数料条例の一部改正 ― 原案可決 × × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ × ⃝ ⃝ ―

議案第15号 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第16号 後期高齢者医療に関する条例の一部改正 ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第17号 介護保険条例の一部改正 ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第18号 地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正 ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第19 号 令和２年度一般会計補正予算（第４号） ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第 20 号 令和２年度一般会計補正予算（第５号） ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

陳情第２号 犯罪者・習近平の入国を禁止するよう国に意
見書を提出するよう求める陳情 ― 議長報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

陳情第３号 習近平の国賓招待を撤回するよう国に意見書
を提出するよう求める陳情 ― 議長報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

陳情第４号 基礎的財政収支黒字化目標を撤廃するよう国
に意見書を提出するよう求める陳情 ― 議長報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

陳情第５号 インフレ率２％を達成するまで消費税を凍結す
るよう国に意見書を提出するよう求める陳情 ― 議長報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

陳情第６号 安藤提言を早急に実行するよう国に意見書を
提出するよう求める陳情 ― 議長報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

陳情第７号 別居・離婚後の親子の断絶を防止する法整備
と支援を求める陳情 教育福祉

一部採択 ⃝ ⃝ × × × × × × × × × × × × × ⃝ ⃝ ⃝ × × ―

趣旨採択 × × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

※　陳情第７号の賛否は陳情内容そのものではなく、一部採択・趣旨採択によるものです。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
の
第
２
回
臨
時
議
会
で
は
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
第
１
弾
（
市
民
１
人
10
万
円
の
特
別

定
額
給
付
金
、
児
童
手
当
の
対
象
の
子
ど
も
１
人
当
た
り
１
万

円
の
臨
時
特
別
給
付
金
、
経
済
的
困
窮
者
へ
家
賃
相
当
額
を
支

給
す
る
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
）
を
盛
り
込
ん
だ
補
正

予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。
今
回
の
補
正
予
算
に
は
、
第
２
弾
と

な
る
市
の
独
自
支
援
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

支
援
策
の
具
体
的
内
容
は
、
①
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
１
人
当

た
り
１
万
円
の
子
育
て
世
帯
応
援
給
付
金
、
②
児
童
扶
養
手
当

受
給
世
帯
の
子
ど
も
１
人
当
た
り
３
万
円
の
ひ
と
り
親
家
庭
等

応
援
給
付
金
、
③
千
葉
県
中
小
企
業
経
営
再
建
支
援
金
に
対
す

る
10
万
円
の
上
乗
せ
、
④
医
療
機
関
等
を
対
象
に
し
た
マ
ス
ク

等
配
布
事
業
の
４
件
で
す
。

主

な

質

疑

Ｑ　

今
回
内
容
を
４
件
に
絞
り

込
ん
だ
根
拠
は
。

Ａ　

２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目

の
子
育
て
関
係
に
関
し
て

は
、
非
常
事
態
宣
言
に
伴

う
休
校
措
置
に
よ
り
、
保

護
者
の
負
担
が
大
き
い
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
決
定

し
ま
し
た
。
ま
た
市
で
は
、

総
合
計
画
の
中
で
若
者
定

住
を
戦
略
の
一
つ
に
掲
げ

て
お
り
、
そ
の
中
に
教
育

環
境
、
子
育
て
環
境
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ら
と
も
整

合
性
が
取
れ
る
よ
う
、
保

護
者
に
特
化
し
ま
し
た
。

２
つ
目
の
中
小
企
業
の
関

係
で
す
が
、
商
工
会
や
工

業
団
地
協
議
会
と
話
し
合

い
、
今
回
の
内
容
に
至
り

ま
し
た
。

Ｑ　

国
で
は
子
ど
も
へ
の
給
付

を
中
学
生
ま
で
と
し
て
い

る
の
に
対
し
、
市
で
は
18

歳
ま
で
広
げ
た
理
由
は
。

Ａ　

千
葉
県
で
は
高
校
ま
で
休

校
措
置
を
取
っ
て
い
る
の

で
、
18
歳
ま
で
広
げ
た
次

第
で
す
。

Ｑ　

若
者
定
住
促
進
を
う
た
う

な
ら
ば
、
19
歳
以
上
の
大

学
生
や
専
門
学
校
生
な
ど

も
市
独
自
で
救
い
の
手
を

差
し
伸
べ
て
も
よ
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ　

国
が
編
成
作
業
を
進
め
て

い
る
第
２
次
補
正
予
算
の

中
に
、
大
学
生
、
大
学
院

生
へ
の
給
付
が
入
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
と

し
て
早
急
に
す
る
べ
き
こ

と
と
し
て
、
高
校
生
ま
で

と
し
ま
し
た
。

Ｑ　

中
小
企
業
支
援
の
条
件
に

は
、
前
年
に
対
し
売
り
上

げ
が
50
％
を
下
回
る
と
あ

り
ま
す
が
、
実
際
の
事
業

者
に
は
売
り
上
げ
が
50
％

ま
で
割
り
込
ま
な
く
と
も

利
益
率
が
大
き
く
下
が
っ

て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

対
象
者
拡
大
に
つ
い
て
、

今
回
は
考
え
が
無
か
っ
た

の
で
す
か
。

Ａ　

ま
ず
は
、
前
年
度
よ
り
落

ち
込
ん
だ
所
を
穴
埋
め
、

支
援
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
絞
り
込
ん
で
い
ま
す
。

第
３
回　
臨
時
議
会

�

（
令
和
２
年
５
月
16
日
開
催
）



下総基地の米軍機使用絶対反対。
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私
は
、
人
は
よ
ほ
ど
の
き
っ

か
け
が
な
い
と
変
わ
れ
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
社

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

蔓
延
と
い
う
事
態
を
き
っ
か
け

に
、
軌
道
修
正
す
る
と
き
が
来

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
地
球
規
模
で
ウ
イ

ル
ス
が
蔓
延
す
る
一
因
に
も
な

っ
て
い
る
気
候
の
温
暖
化
や
環

境
破
壊
に
ど
う
対
応
す
る
か
。

人
間
社
会
に
限
っ
て
い
え
ば
、

今
回
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
国
同
士

の
感
染
防
止
の
協
力
体
制
を
ど

う
す
る
の
か
。
国
別
で
は
、
情

報
提
供
や
生
活
補
償
の
速
さ
と

内
容
、
病
院
の
数
や
学
校
の
教

育
環
境
、
災
害
対
策
、
文
化
・

芸
術
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
各
国
の
姿
勢
に
こ
ん

な
に
は
っ
き
り
と
差
が
出
て
、

今
後
に
生
か
す
べ
き
機
会
は
滅

多
に
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
日
本
は
何
を
残

し
て
何
を
変
え
る
べ
き
か
、
白

井
市
は
ど
う
な
の
か
、
市
民
で

あ
る
私
た
ち
が
、
ま
さ
に
今
考

え
て
決
め
て
い
く
こ
と
な
の
か

も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
市
議
会
で
は
、
議
員
の

災
害
時
の
連
絡
体
制
作
り
や
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
検
討
、
議

員
定
数
と
報
酬
の
調
査
な
ど
を

行
い
始
め
て
い
ま
す
。
政
治
は

生
活
に
直
結
す
る
と
私
は
実
感

し
て
い
ま
す
。
市
民
の
方
々
に

も
、
今
ま
で
以
上
に
議
会
に
注

目
し
、
中
継
の
視
聴
な
ど
、
ぜ

ひ
様
々
な
形
で
参
加
し
て
、
声

を
届
け
て
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い

で
す
。

�

徳
本
光
香

平成 31年度　政務活動費の公表
　政務活動費は、議員報酬とは別に議員活動に必要な調査研究その他の活動に資するため必要な経費として支払います。１人当
たり年額 36万円で、残金は市へ返納します。各議員の使用内容は、下表のとおりです。
　なお、白井市議会ホームページで収支報告書・領収書を９月より公開予定です。

平成 31年度　政務活動費収支報告　（平成 31年４月～令和２年３月）� （単位：円）
議席

番号
議員名 交付額 調査研究費 研修費 広報費 広聴費

要請陳情

活動費
会議費 資料作成費 資料購入費 事務費 合　計 返金額

１ 石川　史郎 330,000 285,000 45,000 330,000 0

２ 岡田　　繁 330,000 48,268 1,000 6,087 3,024 83,131 141,510 188,490

３ 徳本　光香 330,000 5,852 111,897 30,147 47,306 195,202 134,798

４ 広沢　修司 330,000 69,988 1,340 43,378 91,486 206,192 123,808

５ 和田健一郎 0 0 0

６ 平田　新子 360,000 12,740 135,320 105,087 14,888 12,758 120,000 400,793 0

７ 秋谷　公臣 330,000 56,408 82,480 51,040 189,928 140,072

８ 田中　和八 330,000 3,300 11,367 50,646 59,215 124,528 205,472

９ 小田川敦子 360,000 146,972 19,736 19,168 15,280 63,070 103,289 367,515 0

10 中川　勝敏 330,000 111,897 7,930 126,107 68,883 314,817 15,183

11 斉藤　智子 360,000 53,468 66,870 24,518 142,149 70,289 357,294 2,706

12 血脇　敏行 330,000 17,252 158,879 95,499 271,630 58,370

13 植村　　博 360,000 34,986 12,947 91,415 91,188 230,536 129,464

14 石井　恵子 360,000 68,448 76,015 13,443 116,483 84,682 359,071 929

15 影山　廣輔 0 0 0

16 岩田　典之 330,000 3,300 120,000 19,354 109,972 77,374 330,000 0

17 古澤由紀子 330,000 57,468 8,490 48,441 110,676 225,075 104,925

18 柴田　圭子 360,000 2,846 129,534 100,030 10,020 115,564 6,874 364,868 0

19 竹内　陽子 330,000 5,518 16,678 106,228 120,000 248,424 81,576

20 伊藤　　仁 330,000 33,392 56,986 2,070 30,685 114,056 237,189 92,811

21 長谷川則夫 360,000 3,300 120,000 4,000 151,474 84,000 362,774 0

合　計 6,480,000 97,246 1,099,114 866,518 0 0 19,168 198,559 1,497,753 1,478,988 5,257,346 1,278,604

※　収支報告の合計額が交付額を超えている場合は、議員個人の負担となっています。

新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、しばらくの間、本会

議及び委員会の傍聴については、できる限りお控えいただくようお願

いすることといたしました。皆様のご理解とご協力をお願いいたしま

す。本会議及び委員会はインターネットでライブ中継及び録画中継（委

員会はライブ中継のみ）をしておりますのでご利用ください。

市議会傍聴を

希望される皆さまへ

（新型コロナウイルス対応）

「
下
総
基
地
の
米
軍
機
使
用

 

絶
対
反
対
。」

掲
載
の
歴
史
的
経
緯
と

 

現
状
に
つ
い
て

　

本
ペ
ー
ジ
の
下
の
欄
外
で
毎

回
掲
載
し
て
い
る
「
下
総
基
地

の
米
軍
機
使
用
絶
対
反
対
。」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
こ
れ
は
、
昭

和
50
年
代
後
半
、
町
制
時
代
に

お
け
る
下
総
基
地
米
軍
機
使
用

反
対
運
動
に
由
来
し
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
米
軍
の
夜
間

離
発
着
訓
練
施
設
の
候
補
と
し

て
下
総
基
地
が
あ
げ
ら
れ
た
内

容
の
新
聞
報
道
（
昭
和
57
年
９

月
23
日
付　

毎
日
新
聞
）
に
端

を
発
し
、
翌
58
年
11
月
３
日
に

は
七
次
第
一
公
園
に
て
町
と
の

共
同
に
よ
る
反
対
集
会
が
開
催

さ
れ
、
１
万
１
千
人
も
の
基
地

周
辺
住
民
が
集
ま
り
ま
し
た

（
広
報
し
ろ
い
１
９
５
号
）。

　

こ
の
問
題
に
対
す
る
白
井
町

行
政
お
よ
び
議
会
の
対
応
と
し

て
は
、
昭
和
57
年
10
月
の
鎌
ケ

谷
市
と
の
協
議
を
皮
切
り
に
、

県
知
事
、
防
衛
庁
長
官
、
下
総

教
育
航
空
群
司
令
へ
の
反
対
の

要
望
書
提
出
が
な
さ
れ
、
翌
58

年
の
６
月
に
は
町
議
会
議
員
と

区
長
会
に
よ
る
合
同
会
議
を
開

催
、
町
ぐ
る
み
で
の
反
対
運
動

推
進
を
決
議
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
流
れ
を
受
け
て
、
町

議
会
は
昭
和
57
年
12
月
、
同
58

年
12
月
と
２
度
に
わ
た
り
下
総

基
地
の
米
軍
機
使
用
反
対
を
求

め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
に
て

可
決
し
て
い
ま
す
。

　

意
見
書
で
は
、
下
総
基
地
が

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
艦
載
機
の
夜
間

発
着
訓
練
施
設
と
し
て
使
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
爆
音
、

振
動
、
墜
落
事
故
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
、
住
民
の
健
康
と
安
全

な
生
活
環
境
が
阻
害
さ
れ
る
こ

と
を
憂
慮
。
首
都
圏
の
中
で
も

都
市
化
が
著
し
い
人
口
急
増
地

帯
で
あ
り
、
病
院
等
公
共
施
設

も
多
く
、
地
域
住
民
は
良
好
な

文
化
生
活
を
望
ん
で
お
り
、
仮

に
夜
間
訓
練
が
強
行
さ
れ
れ
ば

基
地
に
対
す
る
住
民
の
不
安
は

つ
の
り
、
不
信
感
は
強
く
惹
起

さ
れ
る
と
し
、
基
地
の
米
軍
機

使
用
反
対
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
か
ら
40
年
近
く
経

過
し
た
現
在
、
住
民
の
中
か
ら

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
掲
載
廃
止
を
求

め
る
声
と
、
継
続
を
求
め
る
声

と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。『
議
会
だ
よ
り
』

と
共
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
載
し

て
い
た
『
広
報
し
ろ
い
』
は
平

成
31
年
３
月
15
日
号
を
最
後
に

取
り
や
め
て
い
ま
す
が
、
議
会

と
し
て
は
市
長
部
局
か
ら
独
立

し
た
立
場
か
ら
、
掲
載
の
今
後

に
つ
い
て
現
在
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

広報しろい195号より


